
 

 

 
 世界農業遺産国際スタディ・プログラム 

成果発表会について 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

県内高等教育機関に在学中の学生が、世界農業遺産（GIAHS）をテーマに、国連大学職員

等による講義や能登地域及びイタリアへの訪問学習などを通して、国際的な視点で研修を

行う「世界農業遺産国際スタディ・プログラム」の成果発表会を下記のとおり行います。 

 

１ 開催日時 

令和５年１０月２１日（土）１３：３０～１５：３０ 

 

２ 会  場 

  石川県生涯学習センター能登分室（能登空港ターミナルビル４階）講義室 AB 

  （輪島市三井町洲衛１０-１１-１） 

 

３ 次  第  

（１）開会挨拶  

東﨑 秀行 (世界農業遺産国際スタディ・プログラム実行委員会 委員長) 

（２）参加学生による発表 

    研修を通して学習したことや、それをもとに考察した能登や本県の地域活性化策 

    などの提案を発表 

（３）質疑応答 

（４）参加者による意見交換 「世界農業遺産を活かした能登の活性化について」 

（５）講評  

渡辺 綱男 

（国連大学サステイナビリティ高等研究所 いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット所長） 

 

 

（参考）石川県ホームページ 

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kikaku/koutoukyouiku/giahskokusaistudy.html 

 

 

 

 

 

 

令和５年１０月１８日 

企画振興部企画課 

TEL:076-225-1318（内線 3635） 

担当：誉田（ｺﾝﾀﾞ）、濱野 

※「世界農業遺産国際スタディ・プログラム」とは 

 県と国連大学が石川県内の高等教育機関に在籍する学生向けに、令和５年度より開始

したプログラムで、国連大学職員による講義や能登でのフィールドワーク、イタリアで

の国連食糧農業機関（FAO）本部や GIAHS 認定地等の訪問学習を通して、GIAHS につい

て学習し、学生それぞれの専攻分野に関する知識を活かしながら地域活性化等の提案を

行うものです。 

詳しくは、上記の URL（県ホームページ）をご参照ください。 

 

 

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kikaku/koutoukyouiku/giahskokusaistudy.html

